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1.はじめに 
 近年、キャリア教育が学校教育に導入・展開され

るようになり、小学校段階から、大学・大学院に至

るまで、キャリア支援のための取組が拡充され、そ

れぞれの目的に従って職業教育が推進されている。

特に、高等教育においては職業教育に特化して専門

職課程が新設され、職業教育の在り方について新た

な検討が求められるようになっている。 
 これらの動向は教員養成においても顕著であり、

高度専門職業人養成のための教職大学院の設置のほ

か、高等学校における教育コースの新設もすすめら

れ、教職についての職業教育は重層的になりつつあ

る。具体的には、高等学校の教育コースにおいて、

教員養成大学との連携による教職に関する専門的な

カリキュラムの検討が進展している（宮下 2009）。

また、教員養成大学では、より実践的な力量形成を

求める社会的要請のもと、職能成長を促進させる各

種プログラムが推進されている（中井・米沢 2012、
米沢ほか 2011、米沢ほか 2012）。さらに、平成

20年度より新設された教職大学院では、現職教員

を含んださまざまな背景をもつ学生に対する教員養

成・教師教育として、複層的なカリキュラムも開発

されている（吉村・小柳 2006、小柳 2009）。 
 しかし、各教育機関が生涯のキャリア発達課題を

踏まえたキャリア支援・職業教育を行っているとは

言い難く、教員養成に関する縦断的なキャリア教育

の検討は課題と言わざるを得ない。 
 そこで、教員養成系大学、特に、教職大学院にお

けるキャリア発達課題を踏まえたキャリア教育カリ

キュラムを開発するために、国内の教員養成系大学

・学部を現地調査し、資料を収集した。 
 
2.1.大阪教育大学のキャリア教育 
2.1.1.訪問日時 

2012年2月16日（木）13:00-14:30に大阪教育大

学キャリア支援センターを訪問し、キャリア支援セ

ンター副センター長特任教授 大嶋知之氏及び同キ

ャリア支援センター学生サービス課就職係長 横山

昌史氏に①キャリア教育の実施状況、②自己理解、

人間関係能力の育成、意思決定能力、就業開発に関

する能力、生活実践力の育成、キャリア統合などを

目的とした授業、③キャリア教育推進に関して重視

したい能力、④キャリア教育推進に関して連携の必

要性、⑤教員養成大学の学生に必要なキャリアに関

する経験、の５項目の質問項目をもとに半構造化イ

ンタビューを実施した。 
2.1.2.調査報告 
キャリア教育に関しては、特任教授である大嶋氏

が一人で１回生以上を対象に教養科目として「キャ

リア・デザイン（２単位）」を実施しており、前・

後期（前期３コマ開講（平成22年度までは前期２

コマ）、後期２コマ開講）で約800～1,000人（前

期約500人、後期約300～500人）が受講している。 
 就職に関しては、キャリア支援センターが平成2
2年４月に設立され、業務として学生課が管轄して

いる。教職員は教員採用試験の面接指導として２名

（天王寺キャンパスに別に２名）が常駐し、企業就

職に関しては２人（交代しながら）が常駐している。

教員養成課程では教員志望が９割、企業・公務員志

望が１割、教養学科では、教員志望が４割、企業・

公務員志望が６割となっているので、それぞれに対

応した就職指導が必要になっている。 
 大阪教育大学におけるキャリア教育に関する授業

では、「自己理解」「人間関係能力の育成」「意思

決定能力」「生活実践力の育成」に関する内容は

「キャリア・デザイン」の授業内容（表１）として

位置づけているが、「就業開発に関する能力」「キ

ャリア統合」に関する内容は位置づけていない。具

体的には、「自己理解」「人間関係能力の育成」は

「キャリア・デザイン」「生活実践力の育成」の第

３回「世代間意識調査・それぞれの世代、職業の人

の考え方・意識を中心に」、第７回「自己分析・自

己理解。自分の適性・強みは？」、第９回「コミュ

ニケーション入門 自己紹介とゲーム・グループデ

ィスカッション」、第10回「企業の求める能力と

キャリア、コミュニケーションの重要性」というテ

ーマで、コミュニケーションと自己紹介やコミュニ

ケーションバズというワークシート、エントリーシ 
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表１ 「キャリア・デザイン」の授業内容 

ート、グループディスカッションシートなどを用い

て行っている。さらには、卒業生からの講話やベネ

ッセからゲスト（ベネッセ教育研究センター主任研

究員）を招いて、講義をしてもらっている（大嶋氏

がベネッセに勤めていた関係でベネッセの全面的サ 

図１ キャリア支援センター主催のキャリアガイダンス 

ポート体制が構築されている）。「キャリア統合」

などは授業時間数の関係でそこまで扱うことができ

ない。もし、「キャリア・デザインⅡ」などの授業

科目を開設できるのであれば、実施可能だが、担当

教員も併せて必要となる。 
 キャリア支援センター主催では、キャリアガイダ

ンス、就職ガイダンス「職業観を育もう」、「自己

発見適性検査」など年間を通じて実施している（図

２）。 
他大学や研究期間から情報提供や連携は必要であ

るし、岡山大学、舞鶴工業高等専門学校、立命館大

学など主に私立大学から情報を収集しており、大学

コンソーシアム大阪を利用して情報交換・発信もし

ている。また、大阪教育大学は大嶋氏の関係でベネ

ッセの全面的なサポートを受けている(My Career
 Note（図２）、Career Support and Schedule、
キャリア支援センターリーフレット、School  
Guide 2013 for Enterpriseなどは全てベネッセの

サポートを得て作成）。 
キャリア教育の推進に関わって高等学校から情報

提供や連携の必要性は感じるが具体的な連携につい

ては浮かばない。教員養成大学の学生に必要なキャ

リアに関する経験では、教育実習等の就業的経験、

運動系・文化系の活動等の経験は絶対必要、ボラン

ティア等の支援経験、家庭教師等のアルバイトの実 

図２ 大阪教育大学のMY CAREER NOTE 
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践、市民的活動経験などは経験したほうがよいと思

う。その他として、インターンシップの経験が必要

だろう。 
 
収集資料： 
大阪教育大学企業インターンシップ実習承諾書 
大阪教育大学大学案内 
大阪教育大学My Career Note 
大阪教育大学Career Support and Schedule 
大阪教育大学キャリア支援センターリーフレット 
大阪教育大学School Guide 2013 for Enterprise 
就職ガイダンス案内 
キャリアガイダンス案内 
授業シラバス（キャリア・デザイン）・授業資料 
 
2.2.和歌山大学教育学部のキャリア教育 
2.2.1.訪問日時 
 2012年2月20日（月）13:00-14:30に和歌山大学

教育学部（教職・キャリア支援室）を訪問し、教育

学部教職・キャリア支援室室長・教授 山名敏之氏

及び同客員教授・キャリア支援室 富田幸一氏に①

キャリア教育の実施状況、②自己理解、人間関係能

力の育成、意思決定能力、就業開発に関する能力、

生活実践力の育成、キャリア統合などを目的とした

授業、③キャリア教育推進に関して重視したい能力、

④キャリア教育推進に関して連携の必要性、⑤教員

養成大学の学生に必要なキャリアに関する経験、の

５項目の質問項目をもとに半構造化インタビューを

実施した。 
2.2.2.調査報告 
 キャリア教育に関しては、和歌山大学教育学部と

して授業科目は開設しておらず、教職・キャリア支

援室は、主に教員採用試験対策業務が中心である。

教育学部としてのキャリア教育・支援はしておらず、

全学オフィスが全学生に対応している。就職支援は

３年生から２カ年にわたりサポートしている。具体

的内容（表２）は、３年生の10月の進路ガイダン

スに始まり、教員を目指す人のための対策講座（卒

業生で現職教員による講話など）、４回生の４月に

教職教養講座、教員採用試験説明会、５月に音楽実

技講座ガイダンス、６・７月に教員採用試験小論文

添削指導、体育実技講座、模擬面接、８月に 教員

採用試験２次試験対策講座などが実施されている。

また、就職関係授業科目として、全学開設教養科目

として「進路と職業（２単位）（表３）」を開設し

ている。キャリア教育関連科目は観光学部で「観光

キャリア・デザインⅠ（専門科目）」「和歌山企業

トップ経営論（教養科目）」が開設されている。 
教職・キャリア支援室は、客員教授２名（富田客

員教授（大阪府教育委員会指導主事経験者・大阪府 

表２ ２カ年にわたる就職支援スケジュール 

校長会元会長）ともう１人（和歌山県内校長経験

者））が交代で常駐している。職員は教務課職員１

名が兼務でほとんど教務関係に従事している。大学

にはキャリア室があり、公務員・企業就職希望者は

キャリア室が担当し、教職志望者だけを教育学部教

職・キャリア室が担当している。来年度からは中・

高等学校の理数系教員志望者への対応を重点的に実

施するために、さらに、対応教員の増員を検討中で

ある。教員採用試験対策の模擬試験などは業者と提

携しておらず、学生は個人でさまざま模擬試験を受

験している。堺市（４人）、大阪府（若干名）など

の教師塾にも学生は申し込んでいる（和歌山には教

師塾はない）。教員養成課程は145名（約８割は教

員採用試験を受験する）、新課程は40名（約半数

は教員採用試験を受験する）。教員採用試験合格者

は和歌山県50％、大阪府市・他府県で50％である。

学校ボランティア（無償）も今年度から和歌山市と

提携して実施を始めたが、組織だってはまだできて

いない。ボランティアは「社会体験実習」として２

回生以上を対象に30時間で１単位、最大４単位ま

で卒業要件（自由単位）として単位認定している。

スクールサポート（謝金有り）紹介の窓口は教職・

キャリア支援室が行っているし、各教員に募集の紹
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介などもしている。 
教員養成大学の学生に必要なキャリア

に関する経験では、教育実習等の就業的

経験、運動系・文化系の活動等の経験、

ボランティア等の支援経験、家庭教師等

のアルバイトの実践、市民的活動経験な

どは経験したほうがよいと思う。和歌山

大学は和歌山県内はもとより、大阪府南

部（岸和田市など）からの入学生が多く、

楽車など地域に密着した地域から来てい

る学生が多いので、日頃からさまざまな

地域活動に参加している。 
 
収集資料： 
和歌山大学就職支援年間スケジュール表 
授業シラバス（進路と職業、和歌山企業

トップ経営論、観光キャリア・デザイン

Ⅰ） 
 
3.おわりに 
 今回、教員養成系大学・学部のキャリ

ア教育カリキュラム調査ということで、

大阪教育大学及び和歌山大学教育学部の

現地調査を実施した。 
 両大学とも、キャリア支援センター

（室）を設置し、就職支援・サポートに

は取り組んでいるが、授業科目やキャリ

ア教育カリキュラムの構築といった点で

は、その必要性は認識しつつも、難しい

現状が読み取れた。ただ、今回の訪問で収集できた

CAREER NOTEなどの資料は、教職大学院のキャ

リアノート開発に、シラバスは授業内容を考えるう

えで重要な資料であり、今後、参考にしながらキャ

リア教育カリキュラムの開発を進めていきたい。 
最後に、年度末の多忙な時期に訪問調査に応じて

頂いた大阪教育大学キャリア支援センター副センタ

ー長特任教授 大嶋知之氏及び同キャリア支援セン

ター学生サービス課就職係長 横山昌史氏及び和歌

山大学教育学部教職・キャリア支援室室長・教授 

山名敏之氏及び同客員教授・キャリア支援室 富田

幸一氏に謝辞を述べて本報告を締めくくりたい。 
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